
岡
下
勝
彦
会
長
（
高
松
市

議
会
議
長
）
、
犬
飼
信
雄
副

会
長
（
松
本
市
議
会
議
長
）
、

永
田
雅
紀
副
会
長
（
広
島
市

議
会
議
長
）
は
28
年
12
月
1

日
、
正
副
会
長
に
よ
る
要
望

活
動
を
行
っ
た
。

要
望
活
動
で
は
、
山
本
幸

三
・
ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご
と

創
生
担
当
大
臣
は
じ
め
政
府

・
与
党
の
要
職
者
ら
に
要
望

書
を
手
交
の
上
、
要
望
、
意

見
交
換
を
行
っ
た
。
要
望
書

は
、
11
月
9
日
開
催
の
第
1

0
1
回
評
議
員
会
で
決
定
・

了
承
し
た
「
地
方
創
生
の
推

進
に
関
す
る
決

議
」
「
地
方
税

財
源
の
充
実
確

保
に
関
す
る
決

議
」
「
平
成
28
年
熊
本
地
震
か
ら

の
復
旧
・
復
興
に
関
す
る
決
議
」

「
東
日
本
大
震
災
か
ら
の
復
旧
・

復
興
に
関
す
る
決
議
」
及
び
「
地

方
議
会
議
員
の
厚
生
年
金
へ
の
加

入
に
つ
い
て
」
を
取
り
ま
と
め
た

も
の
。
要
望
書
は
本
会
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
に
も
掲
載
し
て
い
る
。
▽
ま

ち
・
ひ
と
・
し
ご
と
創
生
事
業
費

に
つ
い
て
1
兆
円
を
上
回
る
額
の

安
定
的
確
保
▽
地
方
創
生
推
進
交

付
金
に
つ
い
て
上
限
設
定
や
対
象

経
費
な
ど
の
制
約
の
大
胆
な
排
除

に
よ
る
使
い
勝
手
の
改
善
▽
地
方

税
・
地
方
交
付
税
等
の
一
般
財
源

総
額
の
充
実
確
保
▽
地
方
交
付
税

の
総
額
確
保
と
法
定
率
の
引

き
上
げ
を
含
め
た
抜
本
的
な

見
直
し
に
よ
る
財
源
不
足
の

補
て
ん
▽
償
却
資
産
に
係
る

固
定
資
産
税
・
ゴ
ル
フ
場
利

用
税
の
堅
持
▽
エ
コ
カ
ー
減

税
に
つ
い
て
地
方
の
財
政
運

営
へ
の
支
障
を
避
け
る
こ
と

▽
平
成
28
年
熊
本
地
震
に
つ

い
て
東
日
本
大
震
災
へ
の
対

応
を
踏
ま
え
た
措
置
▽
東
日

本
大
震
災
に
つ
い
て
引
き
続

き
の
所
要
財
源
の
確
保
▽
地

方
議
会
議
員
の
厚
生
年
金
加
入
の

た
め
の
法
整
備
の
早
急
な
実
現
―

な
ど
を
要
望
し
た
。

【
面
談
者
】

▽
山
本
幸
三
・
ま
ち
・
ひ
と
・
し

ご
と
創
生
担
当
大
臣
▽
原
田
憲
治

・
総
務
副
大
臣
▽
務
台
俊
介
・
内

閣
府
大
臣
政
務
官
兼
復
興
大
臣
政

務
官
▼
新
藤
義
孝
・
自
由
民
主
党

政
務
調
査
会
長
代
理
▽
�
梨
康
弘

・
同
党
総
務
部
会
長
▼
石
田
真
敏

・
同
党
税
制
調
査
会
幹
事
▼
金
子

万
寿
夫
・
同
党
総
務
部
会
地
方
議

【
2
面
へ
続
く
】
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民
党
政
調
会
長
代
理

石
田
自
民
党
税
調
会
幹
事

山
本
ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご
と
創
生
担
当
大
臣

金
子
自
民
党
総
務
部
会
地
方
議
会

議
員
年
金
検
討
Ｐ
Ｔ
座
長

�
梨
自
民
党
総
務
部
会
長

〒102-0093
東京都千代田区平河町2-4-2
代表 TEL 03（3262）5234
旬報 TEL 03（3262）2309
発行人 井原 好英

務
台
内
閣
府
大
臣
政
務
官

兼
復
興
大
臣
政
務
官

原
田
総
務
副
大
臣
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【
1
面
か
ら
続
く
】

会
議
員
年
金
検
討
Ｐ
Ｔ
座
長
▼
森

屋
宏
・
同
座
長
代
行
▼
平
井
た
く

や
・
同
委
員
▽
佐
藤
文
俊
・
総
務

事
務
次
官

地
方
財
政
委
員
会
（
委
員
長
�

重
松
恵
美
子
八
尾
市
議
会
議
長
）

は
28
年
11
月
24
日
、
全
国
都
市
会

館
で
正
副
委
員
長
会
議
の
後
、
第

1
4
1
回
委
員
会
を
開
催
し
た
。

委
員
会
で
は
、
重
松
委
員
長
か

ら
「
地
方
税
制
の
拡
充
強
化
、
地

方
一
般
財
源
総
額
の
充
実
確
保
を

強
く
要
望
す
る
」
な
ど
の
挨
拶
を

し
た
。
続
い
て
、
総
務
省
の
講
師

説
明
の
後
、
事
務
報
告
を
了
承
し
、

協
議
に
入
っ
た
。

協
議
で
は
、
「
平
成
29
年

�

※「
▼
」は
自
民
党
総
務
部
会
地
方

議
会
議
員
年
金
検
討
Ｐ
Ｔ
委
員

【
3
面
へ
続
く
】

第
6
回
ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご
と

創
生
担
当
大
臣
と
地
方
六
団
体
の

意
見
交
換
会
が
28
年
11
月
25
日
、

中
央
合
同
庁
舎
8
号
館
で
開
か
れ

た
。
本
会
か
ら
は
、
岡
下
勝
彦
会

長
（
高
松
市
議
会
議
長
）
が
出
席

し
、
山
本
幸
三
・
ま
ち
・
ひ
と
・

し
ご
と
創
生
担
当
大
臣
、
松
本
洋

平
・
内
閣
府
副
大
臣
、
務
台
俊
介

・
内
閣
府
大
臣
政
務
官
と
意
見
交

換
を
行
っ
た
。

は
じ
め
に
、山
本
大
臣
か
ら「
地

方
創
生
は
3
年
目
を
迎
え
、
本
格

的
な
事
業
展
開
に
入
っ
た
。
議
論

を
し
っ
か
り
と
総
合
戦
略
の
改
訂

な
ど
に
反
映
さ
せ
た
い
。
こ
れ
か

ら
も
情
報
支
援
、
人
材
支
援
、
財

政
支
援
に
し
っ
か
り
と
取
り
組

む
」
な
ど
の
挨
拶
が
あ
っ
た
。
続

い
て
、
地
方
六
団
体
を
代
表
し
、

山
田
啓
二
・
全
国
知
事
会
会
長

（
京
都
府
知
事
）
か
ら
「
ア
ベ
ノ

ミ
ク
ス
の
成
功
、
Ｇ
Ｄ
Ｐ
6
0
0

兆
円
の
実
現
は
、地
方
が
、ま
さ
に

地
方
創
生
が
鍵
を
握
っ
て
い
る
」

な
ど
の
挨
拶
が
あ
っ
た
。

そ
の
後
、
▽
ま
ち
・
ひ
と
・
し

ご
と
創
生
総
合
戦
略
の
改
訂
▽
29

年
度
概
算
要
求
及
び
税
制
改
正
要

望
―
に
つ
い
て
事
務
局
か
ら
説
明

が
あ
り
、
意
見
交
換
を
行
っ
た
。

意
見
交
換
に
お
い
て
、
岡
下
会

長
か
ら
は
、
ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご

と
創
生
事
業
費
の
安
定
的
確
保
な

ど
に
つ
い
て
発
言
し
た
（
発
言
内

容
は
下
掲
）
。

※
岡
下
会
長
発
言
内
容

高
松
市
の
事
例
を
交
え
な
が
ら

意
見
を
述
べ
る
。
高
松
市
で
は
、

27
年
10
月
、
「
た
か
ま
つ
創
生
総

合
戦
略
」
を
策
定
し
、
各
種
施
策

に
取
り
組
ん
で
い
る
。

28
年
度
は
地
方
創
生
加
速
化
交

付
金
を
活
用
し
、
「
瀬
戸
内
国
際

芸
術
祭
2
0
1
6
」
を
契
機
と
し

た
、
多
く
の
市
民
・
観
光
客
が
交

流
で
き
る
イ
ベ
ン
ト
を
数
多
く
開

催
す
る
な
ど
、
地
域
の
に
ぎ
わ
い

と
活
性
化
に
向
け
た
取
り
組
み
を

強
力
に
進
め
て
い
る
。

ま
た
、
廃
校
し
た
小
学
校
施
設

を
活
用
し
、
官
民
が
一
丸
と
な
り
、

内
装
や
電
気
設
備
な
ど
に
携
わ
る

人
材
を
育
成
す
る「
職
人
育
成
塾
」

を
開
校
し
、
10
月
3
日
に
第
1
期

生
22
名
が
入
塾
す
る
な
ど
、
わ
ず

か
だ
が
、
地
方
創
生
の
取
り
組
み

の
芽
が
見
え
て
き
た
と
感
じ
て
い

る
。さ

ら
に
、
28
年
3
月
に
は
、
3

市
5
町
を
対
象
と
し
た
「
瀬
戸
・

高
松
広
域
連
携
中
枢
都
市
圏
ビ
ジ

ョ
ン
」
を
策
定
し
た
。
経
済
を
活

性
化
し
、
圏
域
全
体
の
魅
力
を
高

め
る
と
と
も
に
、
住
民
が
安
心
し
、

快
適
に
暮
ら
せ
る
圏
域
づ
く
り
に

取
り
組
ん
で
い
る
。

こ
の
よ
う
に
、
地
方
が
自
主
性

・
主
体
性
を
最
大
限
発
揮
し
て
継

続
的
に
地
方
創
生
に
取
り
組
め
る

よ
う
、
地
方
財
政
計
画
に
お
け
る

ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご
と
創
生
事
業

費
の
安
定
的
確
保
を
お
願
い
す
る
。

ま
た
、
地
方
創
生
推
進
交
付
金

に
つ
い
て
は
、
地
方
団
体
ご
と
の

交
付
金
額
の
上
限
設
定
や
対
象
経

費
の
制
約
の
大
胆
な
排
除
な
ど
、

よ
り
使
い
勝
手
の
よ
い
も
の
と
し
、

地
方
創
生
関
連
補
助
金
等
に
つ
い

て
も
、
新
た
な
発
想
や
創
意
工
夫

が
活
か
せ
る
よ
う
要
件
の
緩
和
な

ど
弾
力
的
な
取
り
扱
い
を
お
願
い

す
る
。

さ
ら
に
、
地
方
創
生
拠
点
整
備

交
付
金
に
つ
い
て
も
、
事
業
の
早

期
着
手
や
複
数
年
の
事
業
実
施
を

可
能
と
す
る
な
ど
地
方
の
要
望
等

を
十
分
踏
ま
え
る
よ
う
お
願
い
す

る
。

意見交換会の模様

まま
ちち
・・
ひひ
とと
・・
しし
ごご
とと
創創
生生
担担
当当
大大
臣臣
とと

地地
方方
六六
団団
体体
のの
意意
見見
交交
換換
会会
がが
開開
催催

挨
拶
す
る
山
本
大
臣

森
屋
自
民
党
総
務
部
会
地
方
議
会

議
員
年
金
検
討
Ｐ
Ｔ
座
長
代
行

平
井
自
民
党
総
務
部
会
地
方
議
会

議
員
年
金
検
討
Ｐ
Ｔ
委
員

第
１
4
1
回
地
方
財
政
委
員
会

第
１
4
1
回
地
方
財
政
委
員
会

挨
拶
す
る
重
松
委
員
長

発
言
す
る
岡
下
会
長
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�
度
地
方
税
財
政
対
策
に
関
す

る
要
望
書
」
、
「
平
成
28
年
熊
本

地
震
に
関
す
る
要
望
書
」
、
「
東

日
本
大
震
災
に
関
す
る
要
望
書
」

を
原
案
の
通
り
決
定
。
続
い
て
、

要
望
活
動
の
方
法
、
今
後
の
運
営

を
決
定
し
た
。
「
平
成
29
年
度
地

方
税
財
政
対
策
に
関
す
る
要
望

書
」
で
は
、
第
1
0
1
回
評
議
員

会
議
決
事
項
、
所
管
事
項
を
め
ぐ

る
諸
情
勢
の
変
化
な
ど
を
踏
ま
え
、

7
月
の
第
1
4
0
回
委
員
会
で
決

定
し
た
要
望
書
か
ら
、
「
4
平
成

29
年
度
地
方
債
計
画
に
つ
い
て
」

に
「
公
共
施
設
最
適
化
事
業
債
の

期
間
延
長
」
を
項
目
追
加
し
た
ほ

か
、
「
1
平
成
29
年
度
税
制
改
正

等
に
つ
い
て
」
の
「
2
地
方
税
源

等
の
充
実
確
保
」
に
、
個
人
住
民

税
の
制
度
の
あ
り
方
の
検
討
を
、

「
2
平
成
29
年
度
地
方
財
政
対
策

に
つ
い
て
」
の
「
2
地
方
財
源
の

充
実
確
保
」
に
公
共
施
設
管
理
等

に
係
る
新
た
な
補
助
金
制
度
の
創

設
を
、
追
加
し
た
。
ま
た
、
要
望

文
の
変
更
な
ど
を
行
っ
て
い
る
。

各
要
望
書
は
本
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

に
掲
載
し
て
い
る
。

会
議
終
了
後
、
重
松
委
員
長
、

長
内
信
平
副
委
員
長
（
滝
沢
市
議

会
議
長
）
、
原
田
龍
五
副
委
員
長

（
倉
敷
市
議
会
議
長
）
は
、
�
梨

康
弘
・
自
由
民
主
党
総
務
部
会
長
、

石
田
真
敏
・
同
党
税
制
調
査
会
幹

事
ら
と
面
談
し
、
要
望
書
を
手
交

の
上
、
要
望
、
意
見
交
換
を
行
っ

た
。
特
に
、
地
方
税
制
の
拡
充
強

化
、
償
却
資
産
に
係
る
固
定
資
産

税
と
ゴ
ル
フ
場
利
用
税
の
現
行
制

度
の
堅
持
、
地
方
税
・
地
方
交
付

税
等
の
一
般
財
源
総
額
の
充
実
確

保
、
ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご
と
創
生

事
業
費
の
1
兆
円
を
上
回
る
額
の

安
定
的
確
保
な
ど
を
要
望
し
た
。

他
の
委
員
ら
も
地
元
選
出
の
国
会

議
員
ら
に
要
望
活
動
を
行
っ
て
い

る
。な

お
、
講
師
説
明
で
は
、
前
田

一
浩
・
総
務
省
自
治
財
政
局
財
政

課
長
か
ら
「
平
成
29
年
度
地
方
財

政
の
課
題
に
つ
い
て
」
と
題
し
、

▽
29
年
度
の
地
方
財
政
の
課
題
▽

29
年
度
地
方
財
政
収
支
見
通
し

（
仮
試
算
）
▽
地
方
交
付
税
法
定

率
分
増
減
の
場
合
の
対
応
状
況
▽

29
年
度
地
方
交
付
税
算
定
基
礎
―

な
ど
に
つ
い
て
説
明
を
聴
取
し
た
。

ま
た
、
三
宅
正
芳
・
同
省
自
治
税

務
局
固
定
資
産
税
課
資
産
評
価
室

長
か
ら
「
平
成
29
年
度
地
方
税
制

の
課
題
に
つ
い
て
」
と
題
し
、
▽

消
費
税
率
引
き
上
げ
時
期
の
変
更

に
伴
う
措
置
▽
個
人
住
民
税
▽
固

定
資
産
税
▽
ゴ
ル
フ
場
利
用
税
▽

車
体
課
税
―
な
ど
に
つ
い
て
説
明

を
聴
取
し
た
。

講
師
説
明
の
概
要
を
含
む
、
委

員
会
の
経
過
概
要
に
つ
い
て
は
12

月
末
に
全
市
へ
発
送
す
る
。

【
2
面
か
ら
続
く
】

社
会
文
教
委
員
会
は
28
年
11
月

25
日
、
全
国
都
市
会
館
で
正
副
委

員
長
会
議
の
後
、
第
1
5
7
回
委

員
会
を
開
催
し
た
。

委
員
会
で
は
、
委
員
長
が
欠
員

の
た
め
、石
田
善
秋
副
委
員
長（
焼

津
市
議
会
議
長
）
か
ら
挨
拶
し
た
。

石
田
副
委
員
長
に
よ
る
議
事
の
進

行
の
下
、
委
員
長
の
補
欠
選
任
を

行
い
、
委
員
長
に
伊
藤
隆
志
東
温

市
議
会
議
長
を
選
任
。
伊
藤
委
員

長
か
ら
挨
拶
し
た
。

選
任
後
は
伊
藤
委
員
長
に
よ
り

議
事
を
進
行
し
、
厚
生
労
働
省
、

文
部
科
学
省
か
ら
の
講
演
の
後
、

事
務
報
告
を
了
承
し
、
協
議
に
入

っ
た
。

協
議
で
は
、
「
要
望
書
」
「
平

成
28
年
熊
本
地
震
に
関
す
る
要
望

書
」
「
東
日
本
大
震
災
に
関
す
る

要
望
書
」
を
原
案
の
通
り
決
定
。

続
い
て
、
要
望
活
動
の
方
法
、
今

後
の
運
営
を
決
定
し
た
。
「
要
望

書
」
で
は
、
第
1
0
1
回
評
議
員

会
議
決
事
項
、
所
管
事
項
を
め
ぐ

る
諸
情
勢
の
変
化
な
ど
を
踏
ま
え
、

7
月
の
第
1
5
6
回
委
員
会
で
決

定
し
た
要
望
書
か
ら
、
▽
5
歳
児

健
診
の
実
施
に
向
け
た
体
制
整
備

▽
少
子
化
対
策
等
の
充
実
に
係
る

安
定
財
源
の
確
保
▽
少
子
化
対
策

に
資
す
る
新
た
な
税
制
▽
地
域
少

子
化
対
策
重
点
推
進
交
付
金
の
恒

久
化
と
弾
力
的
な
運
用
▽
待
機
児

童
解
消
に
向
け
た
積
極
的
な
取
組

の
推
進
▽
子
ど
も
の
貧
困
対
策
等

の
抜
本
強
化
▽
雇
用
環
境
の
改
善

・
女
性
の
活
躍
推
進
▽
骨
髄
移
植

ド
ナ
ー
に
対
す
る
支
援
の
充
実
▽

市
町
村
に
よ
る
継
続
的
か
つ
安
定

的
な
森
林
整
備
等
の
財
源
に
充
て

る
税
制
（
森
林
環
境
税
（
仮
称
）
）

等
の
新
た
な
仕
組
み
の
早
期
導
入

等
▽
地
方
大
学
等
の
運
営
基
盤
の

充
実
―
に
つ
い
て
と
題
す
る
要
望

項
目
を
追
加
し
た
ほ
か
、
要
望
文

に
追
加
・
変
更
な
ど
を
行
っ
て
い

る
。
各
要
望
書
は
本
会
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
に
掲
載
し
て
い
る
。

会
議
終
了
後
、
伊
藤
委
員
長
、

【
4
面
へ
続
く
】 委員会の模様委員会の模様

第
１
５
7
回
社
会
文
教
委
員
会

第
１
５
7
回
社
会
文
教
委
員
会

古
屋
厚
生
労
働
副
大
臣
に
要
望

�
梨
自
民
党
総
務
部
会
長

石
田
自
民
党
税
調
会
幹
事

開
会
挨
拶
す
る
石
田
副
委
員
長

就
任
挨
拶
す
る
伊
藤
委
員
長
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【
3
面
か
ら
続
く
】

大
矢
保
副
委
員
長
（
青
森
市
議
会

議
長
）
、
石
田
副
委
員
長
は
、
古

屋
範
子
・
厚
生
労
働
副
大
臣
と
面

談
し
、
意
見
交
換
を
行
っ
た
。
特

に
、
①
少
子
化
対
策
等
の
充
実
に

係
る
安
定
財
源
の
確
保
②
国
民
健

康
保
険
制
度
③
介
護
サ
ー
ビ
ス
の

基
盤
整
備
―
の
3
点
を
要
望
し

た
。
他
の
委
員
も
、
地
元
選
出

の
国
会
議
員
ら
に
要
望
活
動
を

行
っ
て
い
る
。

な
お
、
講
演
で
は
、
渡
辺
由

美
子
・
厚
生
労
働
省
大
臣
官
房

会
計
課
長
か
ら
「
平
成
29
年
度

厚
生
労
働
省
概
算
要
求
の
概
要

に
つ
い
て
」
と
題
し
、
▽
要
求

の
姿
▽
フ
レ
ー
ム
▽
戦
略
的
な

重
点
要
求
・
要
望
―
な
ど
に
つ

い
て
説
明
が
あ
っ
た
。
ま
た
、

吉
田
潔
・
文
部
科
学
省
大
臣
官

房
会
計
課
予
算
企
画
調
整
官
か
ら

「
平
成
29
年
度
文
部
科
学
省
概
算

要
求
の
概
要
に
つ
い
て
」
と
題
し
、

▽
文
教
▽
ス
ポ
ー
ツ
▽
文
化
芸
術

―
関
係
予
算
の
ポ
イ
ン
ト
な
ど
に

つ
い
て
説
明
が
あ
っ
た
。

講
師
説
明
の
概
要
を
含
む
、
委

員
会
の
経
過
概
要
に
つ
い
て
は
12

月
末
に
全
市
へ
発
送
す
る
。

全
国
市
議
会
議
長
会
基
地
協
議

会
（
会
長
�
市
岡
博
道
佐
世
保
市

議
会
議
長
）
は
28
年
11
月
21
日
、

全
国
都
市
会
館
で
第
86
回
理
事
会

を
、
都
市
セ
ン
タ
ー
ホ
テ
ル
で
衆

・
参
基
地
関
係
委
員
会
委
員
と
の

要
望
懇
談
会
を
開
催
し
た
。

【【
第第
8866
回回
理理
事事
会会
】】

理
事
会
で
は
、
市
岡
会
長
か
ら

「
国
の
財
政
状
況
か
ら
基
地

�

【
5
面
へ
続
く
】

市
議
会
議
員
共
済
会
（
会
長
�

岡
下
勝
彦
高
松
市
議
会
議
長
）
は

28
年
11
月
21
日
、
都
市
セ
ン
タ
ー

ホ
テ
ル
で
平
成
28
年
度
第
2
回
理

事
会
を
開
催
し
た
。

会
議
で
は
、
冒
頭
に
岡
下
会
長

が
「
28
年
度
は
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
導

入
の
年
で
あ
り
、
共
済
会
で
は
、

一
層
の
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
ー
強
化
な

ど
、
よ
り
高
い
個
人
情
報
保
護
の

体
制
の
充
実
に
努
め
て
い
る
。
ま

た
、
市
議
会
議
長
会
で
は
、
被
用

者
年
金
制
度
加
入
推
進
会
議
で
、

地
方
議
会
議
員
の
厚
生
年
金
へ
の

加
入
実
現
に
向
け
、
活
動
し
て
い

る
」
な
ど
の
挨
拶
を
し
た
。

報
告
で
は
、
事
務
報
告
、
28
年

度
上
半
期
経
理
状
況
に
つ
い
て
了

承
し
た
。
ま
た
、
そ
の
他
に
お
い

て
、
共
済
会
に
お
け
る
マ
イ
ナ
ン

バ
ー
の
取
り
扱
い
に
つ
い
て
報
告

が
あ
り
、
こ
れ
を
了
承
し
た
。

協
議
で
は
、
29
年
度
予
算
大
綱

案
を
了
承
し
た
。
同
大
綱
を
基
に

「
平
成
29
年
度
事
業
計
画
及
び
予

算
案
」
を
作
成
し
、
第
3
回
理
事

会
と
第
1
1
3
回
代
議
員
会
に
提

出
す
る
。

最
後
に
、
次
回
の
理
事
会
・
代

議
員
会
の
開
催
日
程
を
29
年
2
月

10
日
と
す
る
こ
と
、
10
月
開
催
の

被
用
者
年
金
制
度
加
入
推
進
会
議

で
決
定
し
た
地
方
議
会
議
員
の
厚

生
年
金
へ
の
加
入
に
向
け
て
の
今

後
の
対
応
に
つ
い
て
、
報
告
し
た
。

都
市
行
政
問
題
研
究
会
（
会
長

�
菊
田
隆
盛
岡
市
議
会
議
長
）
は

28
年
11
月
21
日
、
都
市
セ
ン
タ
ー

ホ
テ
ル
で
役
員
会
を
開
催
し
た
。

会
議
で
は
、
冒
頭
に
菊
田
会
長

か
ら
「
『
都
市
に
お
け
る
広
域
連

携
の
あ
り
方
』
に
関
す
る
加
盟
市

調
査
は
、
加
盟
市
の
状
況
把
握
、

あ
り
方
の
調
査
研
究
の
た
め
、
必

要
不
可
欠
で
あ
る
た
め
、
よ
ろ
し

く
協
議
さ
れ
た
い
」
な
ど
と
挨
拶

し
た
。
続
い
て
、
事
務
報
告
を
了

承
し
、
協
議
に
入
っ
た
。

協
議
で
は
、
「
都
市
に
お
け
る

広
域
連
携
の
あ
り
方
」
に
関
す
る

加
盟
市
調
査
に
つ
い
て
、
調
査
票

の
内
容
（
調
査
事
項
に
つ
い
て
は

後
掲
）
、
調
査
の
方
法
な
ど
に
つ

い
て
協
議
し
、
原
案
の
と
お
り
了

承
し
た
ほ
か
、
今
後
の
運
営
に
つ

い
て
了
承
し
た
。

※
調
査
事
項

①
広
域
連
携
制
度
の
活
用
状
況

（
大
問
6
問
）
②
広
域
連
携
の
現

状
と
課
題
（
同
4
問
）
③
広
域
連

携
に
関
す
る
基
本
条
例
等
（
同
2

問
）
④
加
盟
市
議
会
に
お
け
る
取

組
（
同
7
問
）
―
に
つ
い
て
。
①

〜
③
の
各
問
い
に
は
、
小
問
が
あ

る
。

お
知
ら
せ

本
紙
1
月
5
日
付
け
第

1
9
9
9
号
、
1
月
15
日

付
け
第
2
0
0
0
号
は
、

発
送
日
が
そ
れ
ぞ
れ
遅
れ

ま
す
の
で
、
ご
了
承
く
だ

さ
い
。

理事会の模様

役員会の模様

共
済
会
が
第
２
回
理
事
会
を
開
催

共
済
会
が
第
２
回
理
事
会
を
開
催

挨
拶
す
る
岡
下
会
長

古屋厚生労働副大臣

都
市
研
が
役
員
会
を
開
催

都
市
研
が
役
員
会
を
開
催

基基地地協協
第第8866回回理理事事会会
要要望望懇懇談談会会
をを開開催催

挨
拶
す
る
菊
田
会
長
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【
4
面
か
ら
続
く
】

�
対
策
関
係
予
算
を
取
り
巻
く

情
勢
は
非
常
に
厳
し
い
。
最
重
点

要
望
で
あ
る
予
算
の
所
要
額
確
保

の
た
め
、
年
末
の
政
府
予
算
編
成

に
向
け
、
一
致
団
結
し
て
力
強
い

要
望
活
動
の
展
開
が
重
要
で
あ

る
」
な
ど
の
挨
拶
の
後
、
総
務
省
、

防
衛
省
か
ら
講
師
説
明
が
あ
っ
た
。

続
い
て
、
事
務
報
告
を
了
承
し
、

協
議
に
入
っ
た
。

協
議
で
は
、
基
地
対
策
関
係
施

策
の
充
実
強
化
に
関
す
る
要
望
を

原
案
の
通
り
決
定
し
た
。
要
望
は

7
月
開
催
の
前
回
理
事
会
の
要
望

を
基
に
、
概
算
要
求
な
ど
を
勘
案

し
て
作
成
し
た
も
の
。
続
い
て
、

29
年
度
負
担
金
算
出
基
準
案
に
つ

い
て
、
原
案
の
通
り
29
年
2
月
1

日
開
催
の
第
80
回
総
会
に
提
案
す

る
こ
と
と
し
た
ほ
か
、
今
後
の
運

営
に
つ
い
て
協
議
し
た
。

な
お
、
講
師
説
明
で
は
、
森
幸

則
・
総
務
省
自
治
税
務
局
固
定
資

産
税
課
課
長
補
佐
か
ら
、
29
年
度

基
地
対
策
関
係
予
算
概
算
要
求
に

つ
い
て
、
①
基
地
交
付
金
（
国
有

提
供
施
設
等
所
在
市
町
村
助
成
交

付
金
）
を
28
年
度
と
同
額
の
2
8

3
億
4
0
0
0
万
円
を
要
求
し
て

い
る
②
調
整
交
付
金
（
施
設
等
所

在
市
町
村
調
整
交
付
金
）
に
つ
い

て
も
同
額
の
72
億
円
を
要
求
し
て

い
る
が
、
概
算
要
求
基
準
の
10
％

マ
イ
ナ
ス
シ
ー
リ
ン
グ
の
対
象
と

な
っ
て
い
る
―
な
ど
の
説
明
を
受

け
た
。
森
田
治
男
・
防
衛
省
地
方

協
力
局
企
画
課
長
か
ら
は
、
同
概

算
要
求
に
つ
い
て
、
▽
基
地
周
辺

対
策
経
費
を
28
年
度
よ
り
4
・
1

％
増
の
1
2
4
0
億
9
0
0
0
万

円
を
要
求
し
て
い
る
▽
こ
の
う
ち

民
生
安
定
助
成
事
業
に
つ
い
て
は

22
・
4
％
増
の
3
1
0
億
3
7
0

0
万
円
を
要
求
し
て
い
る
―
な
ど

の
説
明
が
あ
っ
た
。

【【
要要
望望
懇懇
談談
会会
】】

要
望
懇
談
会
で
は
、
は
じ
め
に

市
岡
会
長
か
ら
「
わ
が
国
の
安
全

保
障
環
境
が
厳
し
さ
を
増
す
中
、

基
地
関
係
市
町
村
の
役
割
を
十
分

賢
察
し
、
政
府
予
算
編
成
、
国
会

で
の
予
算
審
議
で
29
年
度
基
地
対

策
関
係
予
算
の
所
要
額
確
保
に
向

け
、特
段
の
支
援
を
お
願
い
す
る
」

と
の
挨
拶
が
あ
っ
た
。

続
い
て
、
基
地
対
策
関
係
予
算

に
関
す
る
要
望
陳
述
に
入
り
、
友

田
博
文
副
会
長
（
和
泉
市
議
会
議

長
）
か
ら
、
基
地
交
付
金
・
調
整

交
付
金
（
総
務
省
関
係
）
の
所
要

額
確
保
に
関
し
、
▽
両
交
付
金
の

概
算
要
求
額
の
満
額
確
保
▽
基
地

交
付
金
の
対
象
資
産
の
拡
大
▽
調

整
交
付
金
の
10
％
マ
イ
ナ
ス
シ
ー

リ
ン
グ
の
対
象
と
な
ら
な
い
義
務

的
経
費
と
し
て
の
取
り
扱
い
―
を

要
望
し
た
。
ま
た
、
小
森
唯
永
副

会
長
（
帯
広
市
議
会
議
長
）
か
ら

は
、
▽
基
地
周
辺
対
策
経
費
（
防

衛
省
関
係
）
の
所
要
額
確
保
に
関

し
、
▽
概
算
要
求
額
の
満
額
確
保

▽
基
地
周
辺
対
策
事
業
の
適
用
基

準
の
さ
ら
な
る
緩
和
。
特
に
、
特

定
防
衛
施
設
周
辺
整
備
調
整
交
付

金
の
所
要
額
確
保
▽
在
日
米
軍
再

編
に
伴
い
負
担
増
と
な
る
関
係
市

町
村
に
対
す
る
十
分
な
支
援
措
置
。

特
に
、
再
編
特
措
法
（
駐
留
軍
等

の
再
編
の
円
滑
な
実
施
に
関
す
る

特
別
措
置
法
）
の
失
効
時
期
の
延

長
、
再
編
交
付
金
の
所
要
額
の
確

保
、
交
付
期
間
の
延
長
―
を
要
望

し
た
。

国
会
議
員
代
表
挨
拶
で
は
、
竹

内
譲
・
衆
議
院
総
務
委
員
会
委
員

長
、
山
口
壯
・
同
安
全
保
障
委
員

会
委
員
長
、
横
山
信
一
・
参
議
院

総
務
委
員
会
委
員
長
、
宇
都
隆
史

・
同
外
交
防
衛
委
員
会
委
員
長
か

ら
挨
拶
が
あ
っ
た
。

こ
の
後
、
出
席
国
会
議
員
を
紹

介
し
、
意
見
交
換
を
行
っ
た
。

【
出
席
国
会
議
員
（
衆
参
別
五
十

音
順
、
敬
称
略
）
】
16
人

〔
衆
議
院
議
員
〕

▽
江
渡
聡
徳
▽
北
村
誠
吾
▽
鈴

木
克
昌
▽
竹
内
譲
▽
宮
澤
博
行

▽
武
藤
容
治
▽
山
口
壯
▽
和
田

義
明

〔
参
議
院
議
員
〕

▽
伊
波
洋
一
▽
宇
都
隆
史
▽
古

賀
友
一
郎
▽
佐
藤
正
久
▽
森
本

真
治
▽
山
田
宏
▽
山
本
博
司
▽

横
山
信
一

【
代
理
出
席
】
19
人

〔
衆
議
院
議
員
〕

▽
奥
野
総
一
郎
▽
神
山
洋
介
▽

熊
田
裕
通
▽
輿
水
恵
一
▽
左
藤

章
▽
武
田
良
太
▽
土
屋
正
忠
▽

寺
田
稔
▽
長
崎
幸
太
郎
▽
山
口

泰
明

〔
参
議
院
議
員
〕

▽
阿
達
雅
志
▽
ア
ン
ト
ニ
オ
猪

木
▽
伊
藤
孝
恵
▽
片
山
虎
之
助

▽
島
田
三
郎
▽
関
口
昌
一
▽
滝

沢
求
▽
松
下
新
平
▽
宮
崎
勝

理事会の模様

要
望
陳
述
す
る
友
田
副
会
長

要
望
陳
述
す
る
小
森
副
会
長

挨
拶
す
る
市
岡
会
長

竹
内
衆
議
院
総
務
委
員
長

山
口
衆
議
院
安
全
保
障
委
員
長

横
山
参
議
院
総
務
委
員
長

宇
都
参
議
院
外
交
防
衛
委
員
長
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全
国
自
治
体
病
院
経
営
都
市
議

会
協
議
会
（
会
長
�
加
藤
治
吉
磐

田
市
議
会
議
長
）
は
28
年
11
月
28

日
、
正
副
会
長
・
監
事
・
相
談
役

に
よ
る
要
望
活
動
を
行
っ
た
。

加
藤
会
長
は
じ
め
12
市
の
議
長

ら
は
、
高
市
早
苗
・
総
務
大
臣
、

馬
場
成
志
・
厚
生
労
働
大
臣
政
務

官
、
細
田
博
之
・
自
由
民
主
党
総

務
会
長
・
自
治
体
病
院
議
員
連
盟

会
長
、
片
山
さ
つ
き
・
同
党
政
務

調
査
会
長
代
理
に
面
談
し
、
要
望

書
を
手
交
の
上
、
要
望
、
意
見
交

換
を
行
っ
た
。

要
望
は
、
10
月
18
日
開
催
の
正

副
会
長
・
監
事
・
相
談
役
会
議
で

決
定
し
た
「
自
治
体
病
院
経
営
に

関
す
る
要
望
」
（
本
会
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
に
掲
載
）
に
基
づ
い
て
行
っ

た
。
特
に
、
▽
経
営
安
定
の
た
め
、

小
児
医
療
、
救
急
医
療
、
精
神
科

医
療
、
へ
き
地
医
療
、
高
度
医
療
、

周
産
期
医
療
等
に
対
す
る
財
政
措

置
の
拡
充
強
化
▽
医
師
の
勤
務
実

態
を
踏
ま
え
た
処
遇
改
善
等
に
か

か
る
財
政
支
援
措
置
▽
平
成
28
年

熊
本
地
震
・
東
日
本
大
震
災
の
被

災
地
域
に
お
け
る
地
域
医
療
の
確

保
に
向
け
た
万
全
の
措
置
▽
医
師

不
足
を
解
消
す
る
た
め
の
適
切
か

つ
万
全
の
措
置
▽
医
師
の
地
域
偏

在
・
診
療
科
偏
在
是
正
に
向
け
勤

務
環
境
改
善
な
ど
抜
本
的
な
対
策

を
早
急
に
講
じ
る
こ
と
―
を
要
望

し
た
。

※
要
望
活
動
参
加
市

▽
会
長
�
磐
田
市

▽
副
会
長
�
滝
川
市
、
盛
岡
市
、

長
野
市
、
船
橋
市
、
四
日
市
市
、

出
雲
市
、
徳
島
市
、
飯
塚
市

▽
監
事
�
北
茨
城
市
、
中
津
市

▽
相
談
役
�
奈
良
市

全
国
高
速
自
動
車
道
市
議
会
協

議
会
（
会
長
�
鷲
見
達
夫
大
津
市

議
会
議
長
）
は
28
年
11
月
30
日
、

平
成
29
年
度
政
府
予
算
に
対
す
る

要
望
活
動
を
行
っ
た
。

鷲
見
会
長
は
じ
め
10
市
の
議
長

ら
は
、
大
野
泰
正
・
国
土
交
通
大

臣
政
務
官
、
茂
木
敏
充
・
自
由
民

主
党
政
務
調
査
会
長
、
衛
藤
征
士

郎
・
高
速
道
路
建
設
推
進
議
員
連

盟
会
長
ら
に
面
談
し
、
要
望
書
を

手
交
の
上
、
要
望
、
意
見
交
換
を

行
っ
た
。

要
望
は
、
11
月
4
日
開
催
の
平

成
28
年
度
第
1
回
理
事
会
で
決
定

し
た
「
高
速
道
路
建
設
・
整
備
促

進
等
に
関
す
る
要
望
書
」
（
本
会

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
）
に
基
づ

い
て
行
っ
た
。
特
に
、
▽
高
規
格

幹
線
道
路
網
1
万
4
0
0
0
㎞
の

早
期
完
成
と
ミ
ッ
シ
ン
グ
リ
ン
ク

の
解
消
▽
道
路
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
機

能
の
時
間
的
・
空
間
的
に
最
大
限

の
発
揮
▽
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
・

ス
マ
ー
ト
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
の

整
備
促
進
▽
老
朽
化
す
る
イ
ン
フ

ラ
の
維
持
管
理
と
更
新
の
た
め
の

十
分
な
財
源
確
保
▽
安
全
対
策
の

推
進
▽
高
速
道
路
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

の
耐
震
強
化
▽
暫
定
二
車
線
区
間

の
一
層
の
安
全
対
策
▽
公
正
妥
当

な
料
金
制
度
の
実
現
▽
安
定
的
で

シ
ン
プ
ル
な
料
金
制
度
の
構
築
―

を
要
望
し
た
。

※
要
望
活
動
参
加
市

▽
会
長
�
大
津
市

▽
副
会
長
�
室
蘭
市
、由
利
本
荘

市
、
飯
田
市
、
栃
木
市
、
大
垣

市
、
大
東
市
、
鳥
取
市
、
高
知

市
▽
監
事
�
富
士
吉
田
市

細田自民党総務会長・病院議連会長

片山自民党政調会長代理

大野国土交通大臣政務官

茂木自民党政調会長

病
院
協
が
要
望
活
動

病
院
協
が
要
望
活
動

衛藤高速道路建設推進議連会長

高市総務大臣

馬場厚生労働大臣政務官

高
速
協
が
要
望
活
動

高
速
協
が
要
望
活
動
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自
治
体
病
院
議
員
連
盟
（
会
長

�
細
田
博
之
・
衆
議
院
議
員
）
の

総
会
が
、
28
年
11
月
22
日
、
都
市

セ
ン
タ
ー
ホ
テ
ル
で
開
か
れ
た
。

加
藤
治
吉
全
国
自
治
体
病
院
経
営

都
市
議
会
協
議
会
会
長
（
磐
田
市

議
会
議
長
）
、
菊
田
隆
同
協
議
会

副
会
長
（
盛
岡
市
議
会
議
長
）
が

出
席
し
た
。

会
議
冒
頭
、
森
英
介
・
議
連
幹

事
長
（
衆
議
院
議
員
）
か
ら
「
現

場
の
忌
憚
の
な
い
意
見
を
聞
き
、

取
り
組
み
に
反
映
さ
せ
た
い
」
な

ど
の
挨
拶
が
あ
っ
た
。

関
係
団
体
か
ら
の
要
望
聴
取
で

は
、
は
じ
め
に
、
西
川
一
誠
・
全

国
自
治
体
病
院
開
設
者
協
議
会
会

長
（
福
井
県
知
事
）
か
ら
、
自
治

体
病
院
の
役
割
を
述
べ
、
①
新
専

門
医
制
度
へ
の
対
応
②
消
費
税
制

度
の
改
善
③
が
ん
医
療
提
供
体
制

の
充
実
④
財
政
支
援
⑤
地
域
医
療

構
想
の
実
現
の
た
め
の
支
援
⑥
被

災
し
た
自
治
体
病
院
へ
の
支
援
―

に
つ
い
て
、
現
状
を
説
明
の
上
、

要
望
し
た
。
続
い
て
、
加
藤
病
院

協
会
長
、
邉
見
公
雄
・
全
国
自
治

体
病
院
協
議
会
会
長
と
要
望
し
た
。

加
藤
病
院
協
会
長
か
ら
は
①
経

営
安
定
化
対
策
の
強
化
②
医
師
不

足
・
偏
在
の
早
期
解
消
―
の
2
点

に
絞
っ
て
要
望
し
た
。
①
で
は
、

特
に
、
小
児
医
療
、
救
急
医
療
、

精
神
科
医
療
、
へ
き
地
医
療
、
高

度
医
療
、
周
産
期
医
療
な
ど
に
対

す
る
財
政
措
置
の
さ
ら
な
る
拡
充

強
化
を
、
②
で
は
、
特
に
、
地
域

間
の
医
師
配
置
の
格
差
解
消
に
向

け
、
適
切
か
つ
万
全
の
措
置
を
要

望
し
た
。

そ
の
後
、
要
望
に
対
し
、
総
務

省
、
厚
生
労
働
省
、
文
部
科
学
省

か
ら
回
答
が
あ
っ
た
。

最
後
に
、
細
田
議
連
会
長
か
ら

「（
前
回
、
決
議
し
た
）新
専
門
医

制
度
は
、
制
度
開
始
が
1
年
間
延

期
と
な
っ
た
が
、
今
後
が
大
事
で

あ
り
、
十
分
な
意
見
交
換
を
行
っ

て
も
ら
い
た
い
。
ま
た
、
高
額
な

が
ん
治
療
薬
が
半
額
と
な
っ
た
。

医
療
費
の
増
嵩
と
政
府
資
金
の
投

入
の
関
係
は
、
こ
れ
か
ら
の
検
討

課
題
で
あ
る
」
な
ど
の
挨
拶
が
あ

っ
た
。

な
お
、
会
議
で
は
、
あ
べ
俊
子

・
衆
議
院
議
員
、
宮
島
喜
文
・
参

議
院
議
員
か
ら
発
言
が
あ
っ
た
。

【
自
治
体
病
院
議
員
連
盟
】

▽
会
長
�
細
田
博
之（
衆
議
院
議
員
）

▽
幹
事
長
�
森
英
介（
同
）▽
事
務
局

長
�
谷
公
一（
同
）▽
顧
問
�
津
島
雄

二（
前
自
治
体
病
院
議
員
連
盟
会
長
）

▽
会
員（
会
長
・
幹
事
長
・
事
務
局
長
・

顧
問
除
く
）�
衆
・
参
議
院
議
員
1
2

3
名

国
民
健
康
保
険
中
央
会
、
本
会

な
ど
関
係
9
団
体
は
28
年
11
月
17

日
、
明
治
神
宮
会
館
で
国
保
制
度

改
善
強
化
全
国
大
会
を
開
催
し
た
。

大
会
で
は
、
開
会
の
辞
に
続
い

て
、
岡
﨑
誠
也
・
国
民
健
康
保
険

中
央
会
会
長
（
高
知
市
長
）
か
ら

主
催
者
挨
拶
が
あ
っ
た
。
大
会
宣

言
、
来
賓
挨
拶
の
後
、
議
事
に
お

い
て
、
医
療
保
険
制
度
の
一
本
化

の
早
期
実
現
を
は
じ
め
10
項
目
か

ら
な
る
決
議
（
下
掲
）
を
採
択
し
、

閉
会
し
た
。

な
お
、
来
賓
挨
拶
で
は
、
二
川

一
男
・
厚
生
労
働
事
務
次
官
（
塩

崎
恭
久
・
厚
生
労
働
大
臣
代
理
）
、

池
田
憲
治
・
総
務
省
大
臣
官
房
審

議
官
（
高
市
早
苗
・
総
務
大
臣
代

理
）
、
岡
田
直
樹
・
自
由
民
主
党

幹
事
長
代
理
（
与
党
代
表
）
、
岡

本
充
功
・
民
進
党
厚
生
労
働
委
員

会
委
員
（
野
党
代
表
）
か
ら
そ
れ

ぞ
れ
挨
拶
が
あ
っ
た
。

※
関
係
9
団
体
�
国
民
健
康
保
険
中

央
会
、
都
道
府
県
国
民
健
康
保
険

団
体
連
合
会
、
全
国
国
民
健
康
保

険
組
合
協
会
、
地
方
六
団
体

※
決
議
（
前
文
・
後
文
省
略
）

一
、
医
療
保
険
制
度
の
一
本
化
を
早

期
に
実
現
す
る
こ
と
。

一
、
平
成
29
年
度
か
ら
の
毎
年
3
4

0
0
億
円
の
公
費
投
入
は
遅
滞
な

く
確
実
に
実
施
す
る
と
と
も
に
、

引
き
続
き
財
政
基
盤
の
強
化
に
向

け
た
策
を
講
じ
る
こ
と
。

一
、
平
成
30
年
度
か
ら
の
新
た
な
財

政
運
営
の
仕
組
み
に
円
滑
に
移
行

で
き
る
よ
う
、
標
準
保
険
料
率
等

の
設
定
に
向
け
た
支
援
や
保
険
料

の
激
変
緩
和
の
た
め
の
措
置
を
講

じ
る
こ
と
。

一
、
子
ど
も
の
医
療
費
助
成
等
の
地

方
単
独
事
業
実
施
に
係
る
国
庫
負

担
金
・
調
整
交
付
金
の
減
額
措
置

を
直
ち
に
廃
止
す
る
こ
と
。

一
、
災
害
発
生
時
に
お
い
て
も
医
療

サ
ー
ビ
ス
の
提
供
や
診
療
報
酬
等

の
支
払
が
迅
速
か
つ
適
切
に
行
わ

れ
る
よ
う
、
財
政
支
援
を
は
じ
め

必
要
な
措
置
を
講
じ
る
こ
と
。

一
、
保
険
者
及
び
国
保
連
合
会
が
行

う
国
保
デ
ー
タ
ベ
ー
ス（
Ｋ
Ｄ
Ｂ
）

シ
ス
テ
ム
等
を
活
用
し
た
デ
ー
タ

ヘ
ル
ス
事
業
に
つ
い
て
、
所
要
の

人
材
確
保
や
財
政
措
置
を
講
じ
る

こ
と
。

一
、
医
師
・
看
護
師
等
の
確
保
や
地

域
偏
在
等
の
解
消
を
推
進
し
、
併

せ
て
介
護
人
材
の
確
保
・
育
成
を

図
る
と
と
も
に
、
十
分
な
財
政
措

置
を
講
じ
る
こ
と
。

一
、
医
療
等
分
野
に
お
け
る
番
号
制

度
の
円
滑
な
運
用
の
た
め
、
国
の

責
任
に
お
い
て
必
要
な
財
政
措
置

を
講
じ
る
こ
と
。

一
、
平
成
30
年
度
か
ら
の
新
た
な
国

保
制
度
を
円
滑
に
運
営
す
る
た
め
、

保
険
者
が
共
同
し
て
設
立
し
た
国

保
連
合
会
の
積
極
的
な
活
用
を
図

る
こ
と
。

一
、
国
民
健
康
保
険
組
合
の
健
全
な

運
営
を
確
保
す
る
こ
と
。

要
望
す
る
加
藤
病
院
協
会
長

菊
田
病
院
協
副
会
長

総会の模様

自
治
体
病
院
議
員
連
盟
が
総
会
を
開
催

自
治
体
病
院
議
員
連
盟
が
総
会
を
開
催

加
藤
病
院
協
会
長
が
要
望

国
保
制
度
改
善
強
化
全
国
大
会
を
開
催

国
保
制
度
改
善
強
化
全
国
大
会
を
開
催

挨
拶
す
る
細
田
議
連
会
長

（7） 平成28年12月25日 第1998号全 国 市 議 会 旬 報
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与
党
税
制
改
正
大
綱
を
決
定

自
由
民
主
党
と
公
明
党
の
両
党

は
28
年
12
月
8
日
、
「
平
成
29
年

度
税
制
改
正
大
綱
」
を
決
定
し
た
。

大
綱
の
う
ち
、
第
1
0
1
回
評

議
員
会
で
決
定
し
た
「
地
方
税
財

源
の
充
実
確
保
に
関
す
る
決
議
」

に
関
す
る
事
項
に
つ
い
て
掲
載
す

る
。固

定
資
産
税
に
つ
い
て
は
、
市

町
村
財
政
を
支
え
る
安
定
し
た
基

幹
税
で
あ
る
こ
と
に
鑑
み
、
償
却

資
産
に
対
す
る
固
定
資
産
税
の
制

度
を
堅
持
す
る
と
し
た
。
ま
た
、

28
年
度
税
制
改
正
で
創
設
さ
れ
た

機
械
・
装
置
対
象
の
特
例
措
置

（
3
年
間
の
時
限
措
置
）
は
、
期

間
の
到
来
を
も
っ
て
終
了
す
る
が
、

残
余
の
2
年
間
は
、
市
町
村
財
政

へ
の
影
響
を
最
小
限
に
す
る
よ
う

地
域
・
業
種
を
限
定
し
た
上
で
、

そ
の
対
象
に
一
定
の
工
具
、
器
具

・
備
品
等
を
追
加
す
る
と
し
た
。

車
体
課
税
に
つ
い
て
は
、
自
動

車
重
量
税
に
係
る
エ
コ
カ
ー
減
税
、

軽
自
動
車
税
に
係
る
グ
リ
ー
ン
化

特
例
（
軽
課
）
に
関
し
、
と
も
に

燃
費
基
準
を
厳
し
く
し
た
上
で
、

2
年
間
延
長
す
る
。
な
お
、
重
量

税
に
つ
い
て
は
、
ガ
ソ
リ
ン
車
へ

の
配
慮
な
ど
の
観
点
か
ら
時
限
的
、

特
例
的
な
措
置
を
講
ず
る
と
し
た
。

ま
た
、
自
動
車
の
保
有
に
係
る
税

負
担
の
軽
減
に
関
し
、
31
年
度
税

制
改
正
ま
で
に
安
定
的
な
財
源
を

確
保
し
、
地
方
財
政
に
影
響
を
与

え
な
い
よ
う
配
慮
し
つ
つ
、
総
合

的
な
検
討
を
行
い
、
必
要
な
措
置

を
講
ず
る
と
し
た
。

ゴ
ル
フ
場
利
用
税
に
つ
い
て
は
、

今
後
長
期
的
に
検
討
す
る
と
し
た
。

地
球
温
暖
化
対
策
に
関
す
る
財

源
の
確
保
に
つ
い
て
は
、
市
町
村

が
実
施
す
る
森
林
整
備
な
ど
に
必

要
な
財
源
に
充
て
る
た
め
、
森
林

環
境
税
（
仮
称
）
の
創
設
に
向
け

て
、
市
町
村
の
役
割
を
明
確
に
し

つ
つ
、
地
方
公
共
団
体
の
意
見
も

踏
ま
え
、
30
年
度
税
制
改
正
に
お

い
て
結
論
を
得
る
と
し
た
。

『都市問題』公開講座は、公益財団法人後藤・安田記念東京都
市研究所（旧・財団法人東京市政調査会）の発行する月刊誌『都市
問題』の特集などから時宜に適ったテーマを選び開催しています。
第44回は次のような趣旨により、「子育て支援の現在と未来」

をテーマとして開催いたします。多数の方々のご参加をお待ちし
ております。

○開 催 趣 旨
2015年の「子ども・子育て支援新制度」により、「切れ目な
い子育て支援」を目指す新たな段階を迎えた。子どもと保護者、
それぞれの多様性と向き合いながら、子どもが伸び伸びと育つ
ことのできる実効性のある施策が今ほど切望されている時代は
ない。保育や子育て支援に対しネガティブな情報が氾濫してい
る時代だからこそ、保護者が子どもを育てたい、育てるのが楽
しいと思える社会にするにはどうしたらよいのかを考える好機
である。四半世紀にわたり営まれてきた国・自治体の施策を振
り返りながら、子育て支援の現状を改めて見つめるとともに、
子どもの育ちを慈しむ社会の構築に向けて、自治体が真になす
べきことを議論する。

○日 程
2017年1月28日（土）13：30～16：30（開場13：00）
日本プレスセンター 10階ホール（〒100‐0011東京都千代田区

内幸町2－2－1）

○出 演 者
基調講演
榊原智子氏（読売新聞東京本社調査研究本部主任研究員）

パネルディスカッション
野澤祥子氏（東京大学大学院教育学研究科附属発達保育実践

政策学センター准教授）
原 美紀氏（NPO法人びーのびーの副理事長）
松本武洋氏（埼玉県和光市長）
山縣文治氏（関西大学人間健康学部教授）
前田正子氏（甲南大学マネジメント創造学部教授）〈司会〉

○参 加 費：無料

○参加申込み：後藤・安田記念東京都市研究所ホームページ
（http : //www.timr.or.jp）からお申込みください。

○申込み期限 :2017年1月26日（木）
※満席となりしだい受付を終了しますので、お早めにお申込み
ください。

○問 合 せ 先：後藤・安田記念東京都市研究所
TEL：03‐3591‐1239、FAX：03‐3591‐1209

▼
議
長

▽
丹
波

太
田
喜
一
郎（
12
・
5
）

▽
葛
城

西
井

覚（
12
・
9
）

▼
副
議
長

▽
丹
波

前
川
豊
市（
12
・
5
）

▽
葛
城

増
田
順
弘（
12
・
9
）

【2016年12月号】
特集：伝統文化による地域活性化
巻頭言：芸術文化に対して公的支援

はどうあるべきか
片山泰輔

・文化遺産を次世代に継承する魅力
ある地域へ

文化庁文化財保護調整室
・「柏崎古典フェスティバル」と地域
活性化事業 丸田洋一

・伝統芸能神楽とともに地域に生き
る 松田祐生

・目指せ！こんぴら歌舞伎
塩井政利

・「のべおか天下一薪能」によるまち
おこしの取り組み 古川久師

【連載】
◆教養講座
質問力で高める議員力・議会力

土山希美枝
◆議員研修講座
・よくわかる地方交付税 鈴木健一
・よくわかる地方債 澤田洋一

株式会社

中央文化社
ご注文・問い合わせは
TEL 03‐3264‐2520 又は FAX 03‐3264‐2867
URL http: //chuobunkasha.com/

議議
会会
人人
事事

Ａ4判・74頁・定価752円（年間購読料9，024円）

議員研修誌 月刊 地方議会人
共同編集：全国市議会議長会・全国町村議会議長会

（公財）後藤・安田記念東京都市研究所
（旧・東京市政調査会）
第44回『都市問題』公開講座
「子育て支援の現在と未来」

議
会
所
在
地
変
更
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